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l
パ
イ
ン
校
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
町
年
よ
り
筑
波
大
人
文

か
わ
ぐ
ち
・
だ
い
じ
例
年
早
稲
田
大
卒
、
凶
年
ミ
シ
ガ

2
b
o
大
阪
大
講
師
な
ど
を
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偶
然
で
な
く
時
代
を

に
あ
る
と
い
う
一
審

掃
が
耳
に
残
っ
た
。

憎
ら
ず
研
究
の
フ
ロ

嗣
文
に
よ
っ
て
切
り

ミ
し
か
し
森
を
見

凶
的
に
避
け
、
詳
細

9
る
こ
と
に
よ
っ
て

に
テ

乞
見
る
こ
と
に
よ
っ

匂
も
の
で
あ
る
。

り
で
は
な
い
。
ケ
イ

開
学
者
は
、
大
著
を

一
人
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

自
ら
の
生
き
る
時
代

さ
散
ら
す
こ
と
を
仕

れ
ば
な
ら
な
い
」
と

伺
学
と
い
う
学
問
、

開
そ
の
も
の
が
健
全

い
く
た
め
に
、

審
物

か
果
た
す
べ
き
重
要

米
も
菱
わ
ら
な
い
は

f
h

tp

き

、、 nd『 

j
h

三 

っ
こ

旨 

l

計
デ 

タ
を
便
っ
て
計
量
分
析
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日
本
の
外
国
人
労
働
力
ー
経
済
学
か
ら
の
検
証
|

中
村
二
朗
・
内
藤
久
裕
・
神
林
龍
・
川
口
大
司
・
町
北
朋
洋
著
(
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
刷
円
)

少
子
高
齢
化
に
よ
る
急
激
な

労
働
力
人
口
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
な
か
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
が
地
域
経
済
や
日
本

人
労
働
者
に
ど
う
影
響
す
る
か

が
喫
緊
の
研
究
課
題
に
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
全
国
の
統

す
る
ほ
ど
、
外
国
人
労
働
者
の

数
は
多
く
な
く
、
従
来
、
そ
の

検
討
は
外
国
人
集
中
地
域
の
ヒ

l

ア
リ
ン
グ
や
職
場
の
ケ 

ス
ス

タ
デ
ィ
に
限
ら
れ
て
い
た
。

本
置
は
大
標
本
が
利
用
可
能

l

な
政
府
統
計
の
個
票
デ 

タ
を

P V

l

駆
使
す
る
と
と
も
に
、
情
報
の

〈
と
は
異
な
り
、
本

不
足
は
自
分
た
ち
で
実
施
し
た

マ
を
扱
う
場

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
補
う
こ
と

で
、
分
析
に
必
要
な
デ
ー
タ
セ

ッ
ト
を
構
築
し
、
最
先
端
の
推

計
手
法
を
用
い
て
、
外
国
人
労

働
の
影
響
を
定
量
的
に
分
析
し

た
本
格
的
な
研
究
密
で
あ
る
。

第
一
の
特
徴
は
経
済
理
論
か

み
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ら
導
出
さ
れ
た
仮
説
の
検
証
に

必
要
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
、
自

ら
各
種
の
統
計
調
査
と
リ
ン
ク

さ
せ
、
時
系
列
的
に
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
て
作
成
し
、
活
用
し
て
い

る
点
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仮

説
検
証
に
適
し
た
デ
ー
タ
を
何

種
類
も
構
築
す
る
こ
と
に
よ

l

り
、
経
済
理
論
と
統
計
デ 

タ

と
計
量
経
済
学
手
法
が
三
位
一

体
と
な
り
、
頑
健
な
推
定
結
果

と、

慎
重
か
つ
説
得
力
あ
る
政

策
提
言
が
導
か
れ
て
い
る
。

企
業
や
世
帯
、
地
域
な
ど
の

調
査
統
計
に
精
通
し
た
著
者
ら

の
知
見
が
集
積
さ
れ
、
そ
れ
ら

を
十
分
に
使
い
こ
な
す
だ
け
の

技
能
と
探
究
心
が
兼
ね
備
わ
っ

て
初
め
て
こ
う
し
た
こ
と
は
可

能
に
な
っ
た
。

第
二
の
特
徴
は
最
終
的
に
は

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
労
働
者
の
多
い
地
域

で
は
生
産
性
の
低
い
産
業
が
多

く
生
き
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

社
会
全
体
と
し
て
は
競
合
す
る

日
本
人
労
働
者
に
と
っ
て
も
悪

影
響
は
起
こ
っ
て
い
な
い
と
の

興
味
深
い
結
論
を
導
く
。
外
国

人
の
導
入
は
工
夫
次
第
で
低
い

コ
ス
ト
で
産
業
構
造
の
高
度
化

に
伴
う
調
整
費
用
を
減
ら
す
手

段
と
な
り
得
る
と
提
言
す
る 
o 

d

本
書
は 
5
人
の
研
究
者
に
よ

る
共
同
執
筆
で
あ
り
な
が
ら
、

全
体
と
し
て
見
通
し
の
よ
い
、

体
系
立
っ
た
書
に
再
整
理
さ
れ

て
い
る
。
本
書
の
背
後
に
は
、

個
人
で
は
到
底
困
難
な
完
成
度

の
高
い
共
同
研
究
が
あ
っ
た
と

い
え
る
。
本
書
で
見
い
だ
さ
れ

た
観
察
事
実
は
、
今
後
の
外
国

人
労
働
を
め
ぐ
る
政
策
論
議
の

際
の
共
通
基
盤
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

(
樋
口
美
雄
)

l

海外研究も加味、丁寧に検証


研
究
を
岨
嘱
(
そ
し
ゃ
く
)
しタ

外
国
人
労
働
者
の
導
入
が
日
本

人
労
働
者
の
窟
用
条
件
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

る
か
を
知
り
た
い
と
し
な
が
ら

も
、
結
論
を
急
が
ず
、
そ
れ
に

至
る
ま
で
の
過
程
を
複
数
の
道

筋
に
分
解
し
、
一
つ
一
つ
を
丁

寧
に
検
証
し
、
総
合
し
て
結
論

を
導
い
て
い
る
点
に
あ
る
。

例
え
ば
外
国
人
労
働
者
の
導

入
は
、
事
業
主
の
技
術
選
択
や

企
業
の
参
入
・
退
出
、
地
域
の

産
業
構
造
に
ど
う
影
響
し
て
い

る
の
か
、
日
本
人
の
就
業
や
大

学
進
学
の
選
択
、
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
や
地
域
間
移
動
に
ど
の
よ
う

な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
。
こ

う
し
た
テ
ー
マ
を
海
外
の
先
行

な
が
ら
、
日
本
の
統
計
デ

を
使
っ
て
精
撒
(
せ
い
ち
)
か

っ
丁
寧
な
分
析
を
行
う
。
こ
う

し
て
導
か
れ
た
推
定
結
果
や
提

言
は
地
に
足
の
着
い
た
客
観
的

な
か
む
ら
・
じ
ろ
う
百
年
鹿
応
大
卒
、
百
年
同
大
大
学

院
商
学
研
究
制
修
士
課
程
修
了
。
武
蔵
大
助
教
授
、
東
京
都

立
大
教
慢
な
ど
を
経
て
、
似
年
よ
り
日
本
大
大
学
院
総
合
制

学
研
究
制
教
授
。
回
年
生
ま
れ
。

楠
大
卒
、
錦
年
ミ
シ
ガ

な
い
と
う
・
ひ
さ
ひ

ン
大
学
問
士
課
程
修 
7
3
0
0
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
ア 

zu

剖
年
一

一

社
会
制
学
研
究
料
准
教
授
。

前
年
生
ま
れ
。

か
ん
ば
や
し
・
り
ょ
う
例
年
東
京
大
卒
、
∞
年
同
大
大

学
院
経
商
学
研
究
糾
博
土
課
程
修
了
(
経
済
学
博
士
)
。
東

人

京
都
立
大
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
町
年
よ
り
一

橋
大
一経済
研

‘
究
所
准
教
授
。
花
年
生
ま
れ
。

ン
州
立
大
学
博
士
課
程
修
了 

経
て
、
前
年
よ
り
一
橋
大
大
学
院
経
済
学
研
究
料
准
教
授 

0 

1
年
生
ま
れ
。

ま
ち
き
た
・
と
も
ひ
ろ 

ω年
東
京
理
判
明
大
卒
、
町
年
京

都
大
よ
り
博
士
号
(
経
済
学
)
取
得
。一

橋
大
経
済
研
究
所

助
手
な
ど
を
経
て
的
年
よ
り
日
本
質
易
振
拠
機
構
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
経
済
統
合
研
究
グ
ル
ー
プ

研
究
員
。
百
年
生
ま
れ。
 

的
入
院
」
の
研
究

ー
高
齢
者
医
療
最
大
の
病
理
に

い
か
に
対
処
す
べ
き
か
|

印
南
一
路
著
(
東
洋
経
済
新
報
社
、
刷
円
)
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h

」
)
吉
司
冷
雪
村
'
、

は
介
護
保
険
上
の
優
遇
措
置
を

設
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

l

利
用
者
に
と
っ
て
フ
リ 

ア
ク

セ
ス
の
医
療
保
険
と
一
定
の
制
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